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（５）研究成果の概要（公開） 
クラスター型プロトカドヘリン(cPcdh)は神経細胞接着因子であり、マウスでは 58 種類の相同遺伝子か

ら構成される。特に cPcdh γC4 遺伝子は単独の欠損でマウス個体の異常を引き起こす必須遺伝子として知

られ、cPcdhγC4 タンパク質は他の 44 種類の cPcdhβや cPcdhγとヘテロシス 2 量体を形成することが明

らかになっている。しかし、細胞膜表面でのヘテロシス 2 量体形成に関わるタンパク質構造が明らかにさ

れていない。本研究は、必須遺伝子である cPcdhγC4 のタンパク構造を解析、決定することを目的として

行った。これにより、ヘテロシス 2 量体が形成する細胞膜表面での cPcdh タンパク質の多様性ある構造が

明らかになる。これら多様性が神経細胞の樹状突起、軸索の自己忌避性およびシナプス形成に関わること

が考えられることで、細胞間相互作用における cPcdh タンパク質の多様性の意義が明らかになることが予

想される。X 線照射法によりタンパク質結晶構造解析を行うために、cPcdhγC4 タンパク質の EC5・EC6
領域を大腸菌タンパク質発現系により発現させ、ゲルろ過クロマトグラフィーで精製した。また、他の

cPcdh の EC6 領域を cPcdhγC4 タンパク質の EC5・EC6 領域を同時発現させたシス 2 量体タンパク質を

発現、精製した。しかし、得られたタンパク質を SDS-PAGE 電気泳動で確認したところ、cPcdhγC4 タン

パク質が確認されなかった。今後は発現条件を変更し、大腸菌で cPcdhγC4 タンパク質を発現させること

を目標とする。 
 


